
科目名 電力工学 （Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｐｏｗｅｒ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

90 時間

担　当　教　員 【常勤】　講師　濱田　俊之

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

　電気エネルギーは社会の基盤技術で不可欠なものです。その核心である電力工学は従来の発変電、
送配電に加え燃料電池や超電導など関連工学分野を取り込んだ複合工学です。講義では電力エネル
ギーの生成、活用に加え、先端電力技術の概要の理解を深める。
①主要発電方式（水力、火力、原子力）の原理を理解し、発電設備の構成について説明できる。
②再生可能エネルギー及び次世代エネルギーの原理と課題について説明できる。
③電力システムの構成及び電力の質の確保の意義とその方法について説明できる。

第2学年 生産システム工学専攻 2 単位 選択 講義 前期

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

良好な到達水準に加え、
主要発電方式（水力、火
力、原子力）におけるエ
ネルギーの有効利用法
について検討できる。

最低限の到達水準に加
え、主要発電方式（水
力、火力、原子力）の発
電電力量、熱効率を計
算で導出できる。

主要発電方式（水力、火
力、原子力）の発電原理
と発電設備の構成につ
いて説明できる。

主要発電方式（水力、火
力、原子力）の発電原理
と発電設備の構成につ
いて説明できない。

学習・教育到達目標 (D)① JABEE基準１（２） (d)-(1)

到達目標
②

良好な到達水準に加え、
再生可能エネルギー及
び次世代エネルギーの
技術的課題について検
討できる。

最低限の到達水準に加
え、再生可能エネルギー
及び次世代エネルギー
の現状及び経済性につ
いて説明できる。

再生可能エネルギー及
び次世代エネルギーの
特徴と原理について説明
できる。

再生可能エネルギー及
び次世代エネルギーの
特徴と原理について説明
できない。

到達目標
③

良好な到達水準に加え、
電力輸送において発生
する高調波障害の原理
及び対策法について検
討できる。

最低限の到達水準に加
え、電力品質の定義及
びその維持に必要な手
段について説明できる。

電力システム（変電、送
配電）の原理及び構成機
器について説明できる。

電力システム（変電、送
配電）の原理及び構成機
器について説明できる。

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ○

総合評価割合 90 10

○

態度・志向性(人間力)
【主体性・自己管理力】

○

汎用的技能
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【課題の抽出及び解決能力】



補助教材等 「電力エネルギー工学通論」　原雅則　（オーム社）、「送配電の基礎」　山口純一ほか、　（森北出版）

学　習　上　の　留　意　点

発変電から送配電、新エネルギーまで広範囲な分野のポイントを扱うので、必ず予習復習をすること。既存のエネルギー発
生法も再生可能エネルギー、そして電力輸送、貯蔵技術はいずれも利点と課題を秘めています。この課題に対してどのよう
に解決するか、今後の電力技術はどうあるべきかについても自分なりの意見を考えながら講義を受けて下さい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　経済活動を行ううえでエネルギーの発生・輸送技術は、経済活動の根幹に関わる重要な要素です。東日本大震災や化石
燃料価格の不安定さを背景に我が国の電力システムは、主要電力発生方式も電気事業法などの制度面でも大きく変化しつ
つあります。この講義を通じて電力の発生・輸送の仕組みを学ぶとともに、現在の電力システムに関わる制度や経済性につ
いても講義に折り込んでいきたいと思います。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 発変電工学、送配電工学、高電圧工学、電気回路、電気磁気学

教科書 「電気エネルギー工学」　八坂保能編著　（森北出版）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

水力発電 水力発電の原理について理解し、水力発電の主要
設備を説明できる。

第２回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

火力発電 火力発電の原理について理解し、火力発電主要設
備を説明できる。

第３回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

電気エネルギーの基礎 電力工学学習の狙いと、電気エネルギーの発生と
利用について説明する

第１回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

次世代発電方式 核融合技術の原理について理解し、その仕組みと
現状の課題について説明できる。

第６回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

エネルギー貯蔵技術 二次電池やその他のエネルギー貯蔵技術の種類
及び蓄電の仕組みについて説明できる。

第７回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

原子力発電 原子力発電の原理について理解し、原子力発電主
要設備を説明できる。

第４回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

再生可能エネルギーの利用 再生可能エネルギーの特徴とエネルギー利用の仕
組みについて説明できる。

第５回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

送変電機器 送電線路および送変電機器の構成と機能につい
て説明できる。

第１０回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

電力系統の故障 電力系統の故障における影響を説明でき、故障時
に発生する地絡電流及び過電圧を計算で導出でき
る。

第１１回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

三相交流電力 電力輸送における三相交流電力の仕組み及び重
要性を説明できる。

第８回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

電力システムの構成 電力システムの構成およびその構成要素について
説明できる。 交流および直流送配電方式につい
て、それぞれの特徴について説明できる。

第９回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

電力工学の振り返り これまで学んだ電力工学の講義内容についての振
り返り、今後のエネルギーシステムのあり方につい
て検討できる。

第１４回で取り上げた内容
の復習

電力品質と電力システムの経済的運用 電力品質の定義およびその維持に必要な手段に
ついて知っている。電力システムの経済運用につ
いて説明できる。

第１２回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

高電圧現象 高電圧使用に伴い生じる放電現象の仕組みを理
解し、電力系統における高電圧障害について説明
できる。

第１３回で取り上げた内容
の復習と次回の講義の内
容の予習

前期末試験、学年末試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

試験解答及びまとめ 試験の解答を行い、学習事項全体のまとめを行う。
授業アンケートを行う。

総　学　習　時　間　数 90 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間


